
関口
せきぐち

集
し

１ 集

協定開

協定参

協定面

管理水

交付金

２ 主

農用

・農地

・農地

・水路

年 1

・農道

年 1

３ 地

・本地

齢化

15 年

落
ゅうらく

（高

落協定の概

始年度 

加者 

積 

路・農道の

額（H30） 

な活動内容

地，水路・

法面の草刈

の保全管理

2.6km 

回清掃，4 回

3.2km 

回清掃，4 回

適正に

域の状況

域は特定農

や，農業生

度から取り

茨城県知

萩市）

要  

平

32

12

長さ 水

約

農道の管理

を年４ 回実施

を年３ 回実施

回草刈り 

回草刈り 

管理された

と取り組み

山村地域に指

産活動の維

組みを開始し

知事賞

成 15 年度

名（農業者

.2ha（田・緩

路 2.6km（8

98 万円（1

活動 

・

た法面 

へのきっ

定される

持が困難とな

た。 

20 名） 

傾斜 1/10

1.3m/人），

0 割単価・個

多面的機能

景観作物（

かけ

など農業生産

っている農

0） 

農道 3.2km

人分配率

の増進活動

そば）の作付

農

活動に不利

用地が発生

（100m/人）

：50％） 

 ・鳥獣

防護

・親元

継者

道の草刈

が生じている

している状

特記事項

害防止対策

柵の設置 

就農をした農

を育成してい

りの実施 

地域で，農

況であったた

業者が 

活躍しており， 地域で後

る。 

業者の高

め，平成
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４ 特徴的な取組

・農業者の高齢化が進む中，定期的に共同の管理作業を実施することにより，適切な農地の維持・

保全に努めている。 

・防護柵を設置し鳥獣被害防止対策に取り組んでいる他，耕作が困難となった農地について，農業

法人を含む集落内外の担い手と連携を図り，農業生産活動を持続する体制を構築している。 

・親元就農により新規就農した農業者を担い手と捉え，高齢化等の問題により維持管理が難しくなっ

てきた農地を積極的に集積している。 

５ 取組の成果・効果

・共同活動に取り組むことで，用水路や農道などが適正に維持されている他，良好な農村景観が図 

られている。 

・防護柵を設置することにより，イノシシによる被害が軽減し，農業者の耕作意欲の低下防止が図ら 

れている。 

・将来にわたり農業生産活動が可能となるよう，集落内外と連携を図り生産体制の構築が図られてい

る。 

水路の草刈の実施 

鳥獣防護柵の設置 

水路の泥上げの実施 

景観作物（そば）の作付

14



大貝
おおがい

集
し

１ 集

協定開

協定面

交付金

２ 主

農

・急傾

・農地

・水路

・農道

４ 取

・共同

・防護

・将来

３ 地

・本地

地域

が必

落
ゅうらく

（大

落協定の概

始年度 

積 

額（H30）

な活動内容

用地，水路

斜の農地法

の清掃を年

の年４回清

の年４回清

適正に

組の成果

活動に取り

柵の設置に

にわたり農

全国山

域の状況

域は，振興

で，農業者

要であったた

大子町）

要  

平成 22 年

1.21ha  

（田・急傾

約 25 万円

・農道の管

面の草刈を実

１回，草刈を

掃，草刈りを

掃，草刈りを

管理された

・効果

組むことで，

よりイノシシ

業生産活動

山村振興連

と取り組み

山村，特定農

の高齢化や

め，平成 2

度 

斜 1/15）

（10 割単価

理活動 

施 

４回実施

実施 

実施 

農地 

用水路や農

による被害が

が可能となる

盟茨城県

へのきっ

山村，過疎

，平坦地と比

2 年度から取

協

管

の

・個人分配

多面的機

・景観作物

・堆厩肥の

道などが適

軽減し，農

よう集落内

県支部長

かけ

地域に指定

べ生産条件

り組みを開

定参加者

理水路・農

長さ 

率：50％）

能の増進活

の作付 

施用 

正に維持さ

業者の耕作

外と連携し，

賞

されるなど

の格差が大

始した。

４ 名（

道 水路 0

農道 0

動

・鳥獣

防護

・「わら

古き

「わらぼっ

れている。 

意欲の低下

生産体制の

農業生産活

きく，これ

農業者４ 名

.4km（100m

.5km（125m

特記事項

害防止対策

柵の設置 

ぼっち」の

良き農村景観

ち」の設置

防止が図ら

構築が図ら

動に不利が生

らを補正する

） 

/人） 

/人） 

設置による

の保存 

れている。

れている。

じている

取り組み
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赤土
あかつち

Ａ
え

１ 集落協定の

協定開

協定面

交付金

２ 主

農用地

・農地

・水路

・農道

４ 取

・高齢

景観

・電気

・農業

茨

３ 地

・本地域は特定農山村，過疎地域に指定されるなど農業生産活動に不利の地域で，農業者の高齢化

が高

年々

ー

集落
しゅうらく

概

始年度 

積 

額（H30）

な活動内容

，水路・農

法面の草刈

の年１回清

の年２回清

水路の泥

組の成果

化が進む中

が維持され

柵の設置に

業後継者が

茨城県農

域の状況

い。また，田

鳥獣被害も増

（常陸太

概要  

平成 12 年

4.15ha 

（田・小区

約 27 万円

容

道の管理活

りを年２回実

掃，１回草

掃，２回草

上げの実

・効果

で，個人の

ている。 

よりイノシシ

就農できる

林水産部

と取り組み

畑は林野に

加傾向に

田市）

度 

画・不整形

（8 割単価

動 多面

施 

刈り 

刈り 

・周

２

施 

の活動では限

による被害が

ような環境整備

長賞

へのきっか

近接して

あり，対策が

協

田） 

管

の

・個人分配率

的機能の増

辺林地の下草

界があるが

軽減し，農

が図られる

おり傾斜地が多

望まれていた

定参加者

理水路・農

長さ 

：50％）

進活動 

刈りを年

回実施（400 ㎡） 

共同活動に

業者の耕作

ようになった

多く，農地の

たため，平成

水

28 名

道 水路 0

農道 0

・鳥獣害防

電気柵（

・農業後継

環境整備

取り組むこと

意欲の低下

。

法面の崩壊

12 年度から

路の草

（農業者 28

.63km（22.

.62km（22.

特記事項 

止対策 

２段）を 50

者が就農で

に取り組んで

により，農地

防止が図ら

を防ぐ必要

取り組みを

刈の実施 

名） 

5m/人） 

1m/人） 

0m 設置 

きるような

いる。 

・農村の

れている。

がある他，

開始した。
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① 「特定農山村法」「山村振興法」「過疎地域自立促進特別措置法」
によって指定された地域

② ①に準じて、県知事が特に定めた基準を満たす地域

２．対象農用地

① 急傾斜地（田：１/20以上、畑・草地・採草放牧地：15°以上）
② 緩傾斜地（田：１/100以上、畑・草地・採草放牧地：８°以上）
③ 小区画・不整形な田
④ 高齢化率・耕作放棄率の高い集落にある農用地
⑤ ①～⑤の基準に準じて、県知事が定める基準に該当する農用地

注）小区画・不整形な田、高齢化率・耕作放棄率の高い集落にある農用地の場合は、緩傾斜の単価と
同額になります。

３．対象者

４．交付単価

集落等を単位とする協定を締結し、５年間農業生産活動等を継続する農業者等

注）農用地区域(農業振興地域の整備に関する法律に定める農用地区域)内に存する一団の農用地を対象

地 目 区 分
交付単価

（円/10a）

田
急傾斜（1/20以上） 21,000

緩傾斜（1/100以上) 8,000

畑
急傾斜（15°以上） 11,500

緩傾斜（ 8°以上） 3,500

地 目 区 分 交付単価
（円/10a）

草 地

急傾斜（15°以上） 10,500

緩傾斜（ 8°以上） 3,000

草地比率の高い草地(寒冷地) 1,500

採草放牧地
急傾斜（15°以上） 1,000

緩傾斜（ 8°以上） 300

中山間地域等直接支払制度とは

農業生産条件の不利な中山間地域等において、集落等を単位に、農用地を維持・管
理していくための取決め（協定）を締結し、それにしたがって５年間以上農業生産活動
等を行う場合に、面積に応じて交付金を交付する制度です。

５．交付金の使途

交付金は協定参加者の話し合いにより、地域の実情に応じた幅広い使途に活用できます。
（使途は、予め協定に定めておく必要があります。）

１．対象地域
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中山

集落協

● 集落

集落

すべき

り決め

● 交付

集落

農業法

● 交付

交付

～集落

○ 協

○ 構

・

・

・

○ 集

・

・

○ 協

○ そ

（必

以下

通常

① 集

② 農

○

○

③ 多

○

○

○

間地域

定につい

協定とは

協定は，対

農用地・水

ます。市町

対象者

協定に基づ

人，農業協

単価

単価は，協

協定で取り

定の対象とな

成員の役割分

・農用地の管

・水路・農道

・経理担当者

落マスタープ

・集落の 10～
・将来像を実

定で取り組む

の他，交付金

ず実施しなけ

の取組までを

単価の 8 割の

落マスター

業生産活動

耕作放棄の

高齢農家

法面保護

水路・農道

補修，泥

多面的機能を

（次のうち１

国土保全機

周辺林地

保健休養機

景観作物

市民農園

自然生態系

魚類・昆

通常

等直接

いて

象農用地に

路等につい

村長の認定

き，5

5

3年間

同組合，生

定に基づく

決める内容

る農用地の

分担

理者及び受託

の管理活動の

，代表者等

ラン

15 年後を見

現するための

活動内容

の使用方法

ればならな

行う協定に

交付となり

プランの作成

等

発生防止活動

の農用地の賃

・改修等

等の管理活動

上げ，草刈り

増進する活動

つ以上を選択

能を高める取

の管理等

能を高める取

の作付け，

・体験農園の

の保全に資す

虫類の保護等

常単価の 8

支払制

おいて，農

て話し合い

を受け，

以上継続し

産組織等で

活動の内容

～

の範囲

の方法

内容と作業

据えた将来

５年間の活

など

い事項）

は

ます。

借権設定，

等

）

組

組

設置等

る取組

度の内

業者等の間

，取り組む

年間以上農業

て農業生産

す。

に応じて異

分担

像

動計画

左

通

①

②

容 

で締結しま

活動，交付

生産活動を

活動等を行

なります。

欄に加え，

常単価（10
農用地等保

農業生産活

（次のＡ～

Ａ
要
件

○農業
（2 つ

件によ
・機械
・高付

・農業
・担い
・担い

Ｂ
要
件

○女性

（1 つ

・新規
・農産

・消費

Ｃ
要
件

○集団

・協定
とな
でき

す。集落の

される交付

継続するこ

う農業者，第

以下の取組

割）の交付

全体制整備

動等の継続

～Ｃの要件か

生産性の向
以上を選択

り 1 つ以上
・農作業の
加価値型農

生産条件の
手への農地
手への農作

・若者等の

以上を選択）

就農者によ
物の加工・

・出資の呼

的かつ持続

参加者が活
った場合に
る体制を構

通常単価（

農業の将来像

金の使用方法

とが必要で

セクター

を行う協定に

となります。

に向けた活

ら 1 つ以上

上
※取組の内容

の場合もあり
共同化
業の実践

改良
集積
業の委託

参画を得た取

る営農
販売

び込み

可能な体制整

動等の継続が
備え，活動を
築

10 割） 

や保全

等を取

す。

，特定

は

。

動

を選択）

・条

）

組

備

困難
継続

割

18

集落営農を

ための共

を買おう

行う

同機械
集落の

将来に

話し合

空いた

都会の
市民農

農業の

ついて

おう

農地で，

人向けの
園を開こう



● 対象農用地及び交付金の通常単価

対象農用地は，農振農用地区域内にある一団の農用地（※1）で，かつ下の図中の傾斜等の基

準を満たす農用地です。

交付金の通常単価（次頁参照）は，下の図中に示した金額です。

（※1）一団の農用地とは，１ha 以上の団地，または集落協定に基づく共同取組活動が行われる

複数の団地の合計面積が１ha 以上のものです。

● 加算措置（10a 当たり加算額）

①集落連携・機能維持加算

ア 集落協定の広域化支援
地目によらず 3,000 円

複数集落（２集落以上）が連携して広域の協定を締結
し，中心的な役割を担う人材を確保して，農業生産活
動等を維持するための体制づくりを行う場合，協定農
用地全体に加算

イ 小規模・高齢化集落支援
田 4,500 円，畑 1,800 円

本制度の実施集落が，小規模・高齢化集落の農用地を
取り込んで農業生産活動を行う場合，新たに取り込ん
だ農用地面積に加算

②超急傾斜農地保全管理加算
田・畑 6,000 円

超急傾斜地（田：1/10 以上，畑：20°以上）の農用
地の保全や有効活用に取り組む場合，該当の農用地面
積に加算

● 交付金の返還

協定農用地の耕作や維持管理が行われない等，協定の内容が適切に実施されなかった場合は，

交付金の返還を求められる場合があります。（農業者の死亡や，高齢化等による身体機能の低

下，農業者本人若しくはその家族の病気その他これらに類する事由によって耕作ができなくな

った等，不可抗力の場合は交付金の返還を求められません。）

○急傾斜地 10a 当たりの交付額 

田 21,000 円

畑 11,500 円

草地 10,500 円

採草放牧地 1,000 円

水田 傾斜 1／20 畑,草地,採草放牧地 傾斜 15°

○緩傾斜地（市町村長が特に必要と認めるもの）

○小区画・不整形な田 

○高齢化率・耕作放棄地率の高い集落にある農用地（市町村長が特に必要と認めるもの）

10a 当たりの交付額 

田 8,000 円

畑 3,500 円

草地 3,000 円

採草放牧地 300 円

水田 傾斜 1／100 畑,草地,採草放牧地 傾斜 8°
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手続きの流れ

国（地方農政局等）

都道府県

交付金交付の流れ

国費（1/2）
※（ ）内は負担割合

国費＋都道府県費

個人配分共同取組活動

集落協定 個別協定

国費＋都道府県費＋市町村費

○ 集落協定：対象農用地において農業生産活動等

を行う複数の農業者等が締結する協定。

○ 個別協定：認定農業者等が農用地の所有権等を

有する者と利用権の設定や農作業受委
託を受けるかたちで締結する協定。

市町村

集落の様々な共同取
組活動に充当

共同利用機械の購入等
にも活用できます。

個々の協定参加者に
配分

一農業者当たりの受給額
の上限が500万円にな
りました。

【集落共同の水路清掃】

・ 協定に基づき、活動を
実施します。

① 協定の作成

② 協定の提出（市町村が認定）

③ 活動の実施

④ 実施状況の確認（市町村が実施）

・ 集落の現状、目標、役割
分担等を地域で話し合い、
集落として目指すべき方
向やそのための活動内容、
交付金の使用方法等を定
めた協定を作成します。

・ 市町村が活動の実施状況を確認します。
（協定代表者等の立ち会いをお願いします）

協定の作成と活動の実施

【集落での話合い】

・ 作成した協定を市町村に提出(注)し、市町
村長が認定します。

（注）協定は、「農業の有する多面的機能の発揮の促進に関す
る法律」に基づく事業計画と一緒に提出

○ 交付金は、市町村に交付申請書を提出し、
交付決定を受けた後、集落の活動内容や活
動実績に応じて支払われます。

○ 活動の実施が確実であると見込まれる集落
等については、交付金の早期交付を受ける
ことができます

協定の提出（集落→市町村）

協定の認定（市町村→集落）

実施状況の確認（市町村）

☆協定には、２つの種類があります。

（1/4）（1/2）

（1/2） （1/4） （1/4）

☆交付金の支払い

平成31年度から

。
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中山間地域等直接支払制度の取組事例

① 農業生産活動等を継続するための活動

③制度を活用し適正に管理された中山間地域

上ヶ穂集落（高萩市） 金谷中山間地域組合（笠間市）

野口平集落（常陸大宮市） 熊久保集落（大子町） 入郷集落（桜川市）

熊久保集落（大子町） 下宮河内A集落（常陸太田市） 笠石集落（常陸太田市）

水路の清掃 簡易な基盤整備

② 多面的機能を増進する活動

周辺林地の草刈り 堆きゅう肥の施肥 景観作物の作付

21
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平成 30 年度 中山間地域等直接支払制度の実施状況について

平成 30 年度は 9 市町で 99 協定，約 557ha の農用地を対象に約 55,637 千円の交付金が

交付され，耕作放棄の発生防止，多面的機能の増進等の活動が行われました。

平成 30 年度 交付実績

市町村別協定数，交付面積及び交付金額 （単位：件数，ha，千円）

市町村名 協定数 交付面積 交付金額

集落協定 個別協定 集落協定 個別協定 集落協定 個別協定

合 計 99 99    - 557 557 - 55,637 55,637 -
日立市    3     3 - 7 7 -  993    993       -
常陸太田市   40    40     - 177 177 - 23,147 23,147 -
高萩市   9    9 - 146 146 - 11,838 11,838       -
北茨城市    3     3 - 33 33 -  2,973   2,973       -
笠間市    2     2 - 21 21 -  1,644    1,644       -
常陸大宮市   23    23 - 90 90 -  6,455    6,455       -
桜川市    3     3 - 42 42 -  2,835    2,835       -
城里町    5     5 - 24 24 -  1,943    1,943       -
大子町   11    11 - 18 18 -  3,810    3,810       -

※ 面積等は単位未満を四捨五入したので，計とその内訳の積算値は必ずしも一致しない。

交付面積の内訳 （単位：ha）

合計 田 畑 採草放

牧地急傾斜 緩傾斜 小区画 急傾斜 緩傾斜

557 549 110 423 16 9 4 5 0 
※ 面積等は単位未満を四捨五入したので，計とその内訳の積算値は必ずしも一致しない。

集落協定の活動内容（単位：件数）

多面的機能を増進する活動

国土保全機能 周辺林地の下草刈り 69
保健休養機能 景観作物の作付 44

体験民宿

（グリーン・ツーリズム）
1

自然生態系の

保全

魚類・昆虫類の保護 2
堆きゅう肥の施肥 3

その他活動 7

農業生産活動等として取り組むべき事項

水路の管理 99 
農道の管理 99 
農地の法面管理 82 
柵，ネット等の設置 63 
賃借権設定・農作業委託 27 
簡易な基盤整備 6 
既荒廃農地の保全管理 5 
担い手の確保 3 
その他 3 

農業生産の継続に向けた活動

Ａ要件 機械・農作業の共同化 1
担い手への農地集積 3
担い手への農作業の委託 3

Ｃ要件 集団的かつ持続可能な体制整備 67
※ Ｂ要件の取り組みは該当なし。
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目的・趣旨

支援事業の実施例 

（１）中山間地農業ルネッサンス推進事業 

（２）多様で豊かな農業と美しく活力ある農山村の実現に向けた支援 

（３）地域コミュニティによる農地等の地域資源の維持 

食料生産の場として重要な役割を担う中山間地は，傾斜地などの条件不利性と

ともに鳥獣被害の増加，人口減少・高齢化・担い手不足等，厳しい状況に置かれて

います。その一方で，平地に比べ豊かな自然，景観，気候，風土条件をいかして収

益力のある農業を営むことができる可能性を秘めた重要な地域でもあります。 

このため，女性や高齢者を含め経営規模の大小にかかわらず意欲をもった前向

きな経営者が活躍できる多様な経営を育み，清らかな水，冷涼な気候，棚田の景観

等の中山間地の特色をいかした経営の展開を通じて，中山間地農業を元気にして

いく必要があります。 

これらの状況を踏まえ，この制度により中山間地の多様な取組を後押しします。

中山間地農業ルネッサンス事業とは

中山間地における高収益作物への転換 

棚田における保全体制の強化等を支援 

観光・福祉・教育等と連携した都市農村交流 

農村への移住・定住に向けた取組を推進 

多面的機能支払交付金，鳥獣被害防止総合対策交

付金のうち整備事業…等 

国の支援事業による取組を推進 
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茨城県美しい水土里づくり優良活動表彰【多面的機能支払交付金部門】　受賞組織一覧表

賞長部産水林農賞長会合連体団業事良改地土県城茨賞事知

第１回
（H20）

）市嶋鹿（会る守を源資部北岸湖島鹿）市間笠（会のほずみ師土

長田地域資源保全活動組織（常陸大宮市）
行戸・小幡資源保全環境保全隊（行方市）
釜井環境保全委員会（稲敷市）
本郷・水と緑の会（取手市）
下泉地区農村資源保全活動組織（桜川市）
森戸南部地域資源保全協議会（境町）

第２回
（H21）

川又地域資源保全向上活動組織（水戸市） 長戸北部資源保全向上活動組織（龍ケ崎市）

上圷地区・ふるさと資源保全活動組織（城里町）
石滝清流会（高萩市）
手賀・資源を守る会（行方市）
百家地域資源保全向上活動組織（つくば市）
飯島地区農村保全協議会（筑西市）
岩井北部地区資源保全委員会（坂東市）

第３回
（H22）

原宿の環境をよくする会（笠間市） 明戸上口地区資源保全活動組織（つくば市）

岩崎地域資源保全向上活動組織（常陸大宮市）
久米地域農地・水・環境保全会（常陸太田市）
下幡木環境保全育成会（神栖市）
高田資源保全活動組織（稲敷市）
東町水と緑の里づくりの会（常総市）
長左ヱ門神殿集落資源保全隊（古河市）

第４回
（H23）

）市珂那（ブラク全保境環連瓜）町城茨（織組動活域地崎石下

納場地区資源保全活動組織（小美玉市）
武井・志崎資源を守る会（鹿嶋市）
谷原西部活動組織（つくばみらい市）
町田自然を守る会（稲敷市）
赤須地区農村保全協議会（下妻市）
長須西部地域資源保全協議会（坂東市）

第５回
（H24）

）市田太陸常（会動活上向全保源資井渋原河谷）市戸水（トッネンーリグ戸平

みどりネット錫高野活動組織（城里町）
吉川の自然を守り隊（行方市）
染谷地区資源保全活動組織（石岡市）
上条環境保全組合（阿見町）
中結城東部地区資源保全協議会（八千代町）
若林新田地域資源保全委員会（境町）

第６回
（H25）

岩間上郷地域ホタル増やそうかい（笠間市）
下山川地区資源保全協議会（八千代町）
玉川沿岸地域資源保全活動組織（常陸大宮市）

津知・延方地域資源を守る会（潮来市）
東野寺地区資源保全活動組織（かすみがうら市）
押砂資源保全活動委員会（稲敷市）
新堀地区農村保全協議会（下妻市）

第７回
（H26）

）市西筑（会議協全保境環荷稲）市戸水（会全保域地井国上

「富岡」里づくりの会（常陸大宮市）
門部鹿島圷環境保全会（那珂市）
羽生地区資源を守る会（行方市）
蓮沼・要保全活動組織（つくば市）
掛馬・島津環境保全活動組織（阿見町）
長谷地域資源保全委員会（坂東市）

第８回
（H27）

）市間笠（会議協全保境環区地辺押）市珂那（ブラク全保境環連瓜
酒寄地区環境保全組合（桜川市）
左貫本郷環境保全会（大子町）
広浦・神山地区の農地と環境を守る会（大洗町）

第９回
（H28）

みどりネット錫高野活動組織（城里町） 手賀・資源を守る会（行方市）
下野宮地区農地・水・環境保全会（大子町）
木原地区資源保全活動組織（美浦村）
西飯岡区環境保全活動（桜川市）

第10回
（H29）

上河合農地・水保全管理組合（常陸太田市） 森戸南部地域資源保全協議会（境町）
南小泉水とみどりの会（笠間市）
一の瀬地域資源保全会（かすみがうら市）

第11回
（H30）

泉・南部巴川流域守る会（笠間市） 潮来市北浦湖岸自然を守る会（潮来市）

下国井住環境保全の会活動組織（水戸市）
木田余地区資源保全会（土浦市）
沼尾自然を守る会（鹿嶋市）
小貫地域資源保全会（常陸大宮市）
借宿生子地区農村保全協議会（坂東市）
青古新田活動組織（つくばみらい市）
下山川地区資源保全協議会（八千代町）



茨城県美しい水土里づくり優良活動表彰【中山間地域等直接支払制度部門】　受賞集落一覧表

知事賞 全国山村振興連盟茨城県支部長賞 農林水産部長賞

第１回
（H20）

秋山上・北方集落（高萩市）

平山集落（日立市）
東染集落（常陸太田市）
内野集落（北茨城市）
長田集落（常陸大宮市）
山口集落（桜川市）
北の根集落（城里町）
中郷集落（大子町）

第２回
（H21）

小木板谷集落（北茨城市） 付後沢集落（大子町）

下大門Ⅱ集落（常陸太田市）
大荷田集落（高萩市）
本戸南指原集落（笠間市）
本戸金谷集落（笠間市）
袋木・屋実賀集落（常陸大宮市）
小坂上集落（城里町）

第３回
（H22）

西河内中集落（常陸太田市） 秋山下集落（高萩市）

大岩Ｄ集落（常陸大宮市）
山口集落（桜川市）
仲郷集落（城里町）
桜町集落（大子町）

第４回
（H23）

）市宮大陸常（落集Ｄ田千しな当該※

しな当該※

里美地区森久保集落（常陸太田市）
倉見集落（城里町）

第５回
（H24）

町屋集落（常陸太田市） 盛金１集落（常陸大宮市） ※該当なし

第６回
（H25）

小坂中集落（城里町） 寺前集落（常陸太田市） 三ツ木集落（常陸大宮市）

第７回
（H26）

里美地区笠石集落（常陸太田市） 入郷集落（桜川市） 三ケ掛集落（大子町）

第８回
（H27）

下宮河内A集落（常陸太田市） 秋山中集落（高萩市） 鷲子柏木集落（常陸大宮市）

第９回
（H28）

熊久保集落（大子町） 上大門Ⅰ集落（常陸太田市） 野口平集落（常陸大宮市）

第10回
（H29）

金谷中山間地域組合（笠間市） 上ヶ穂集落（高萩市） 池亀五大力集落（桜川市）

第11回
（H30）

袋木屋実賀集落（常陸大宮市） 平山集落（日立市） 島名集落（高萩市）
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多面的機能支払交付金制度の活用についてのお問い合わせ 

■ 県北農林事務所 土地改良部門 事業調整課 TEL029 - 480 - 3350 

■ 県央農林事務所 土地改良部門 事業調整課 TEL029 - 221 - 6636 

■ 鹿行農林事務所 土地改良部門 事業調整課 TEL029 - 133 - 4120 

■ 県南農林事務所 土地改良部門 事業調整課 TEL029 - 822 - 5045 

■ 県西農林事務所 土地改良部門 事業調整課 TEL029 - 624 - 9241 

中山間地域等直接支払制度の活用についてのお問い合わせ

■ 県北農林事務所 企画調整部門 企画調整課 TEL029 - 480 - 3301 

■ 県央農林事務所 企画調整部門 企画調整課 TEL029 - 221 - 3012 

■ 県西農林事務所 企画調整部門 企画調整課 TEL029 - 624 - 9164 

茨城県農林水産部農地局農村計画課

〒310 - 8555

茨城県水戸市笠原町 978 番 6

TEL 029 - 301 - 4264 

FAX 029 - 301 - 4169 

ホームページ（いばらきの農村発見） 

http://www.pref.ibaraki.jp/nouson/ 


